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こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て、
皆
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

総
務
企
画
委
員
会
委
員
長

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
員
に
就
任

石岡市議会議員選挙は定数22名に対して31名が立候補する大激戦となりました。立候補者は、
20歳代の若者から80歳代のベテランまで、職業そして訴える政策や選挙手法も様々でした。
特に選挙カー(公費負担されます）は知名度アップに大きな効果があるといわれている中で、選

挙カーを出さなかった候補者、選挙カーに看板を乗せずボンネットやドアに候補者名を記載する
候補者、看板に照明が無く夜間は誰なのかわからない候補者もいました。
低速で走行する選挙カーがすれ違う際、お互いに「○○候補のご健闘をお祈りいたします」等

のエール交換をするのが礼儀とされています。昼間、遊説中にとある場所で、（看板が無い）選
挙カーと思われる車から「桜井候補の・・」とアナウンスが聞こえました。しかし私の選挙カー
からは候補者名が分からず、車種から想定した「○○候補の・・」と言った後に、名前を間違え
ていた事に気づき、慌ててお詫びのアナウンスをしたことも。一方、夜の遊説では、突然「桜井
候補の・・」との音声だけが届き、すれ違った車を見ても一体誰なのか？？？。看板の無い選挙
カーが法定速度で走行するようでは、誰なのか分からないため、政策を訴えるよりも名前の連呼
（選挙違反です）にならざるを得ないだろうと思いました。（当事者の感じた裏話）



一
．
臨
時
議
会
で
議
会
構
成
を
決
定

⑴

立
候
補
制
に
よ
る
正
副
議
長
選
挙

石
岡
市
議
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙
に
際
し
て
立
候

補
制
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
石
岡
市
議
会
議
会
基

本
条
例
に
位
置
付
け
し
た
も
の
で
す
。
地
方
自
治
法
上

の
規
程
で
は
な
い
た
め
、
立
候
補
者
は
、
事
前
に
所
信

を
述
べ
る
届
出
書
を
議
会
事
務
局
に
提
出
し
ま
す
。

所
信
に
対
し
て
は
質
問
も
許
可
さ
れ
る
た
め
、
議
長

と
し
て
の
資
質
と
力
量
が
試
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

議
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
の
は
、
関
口
忠
男
議
員
と

勝
村
孝
行
議
員
の
２
名
で
す
。
（
石
岡
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
議
長
選
を
録
画
で
確
認
で
き
ま
す
。
）

⑵

議
長
選
挙
は
同
数
に
よ
り

く
じ

で
決
定

議
長
選
挙
に
続
く
副
議
長
選
挙
で
は
、
村
上
議
員
の

み
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
結
果
は
、
村
上
議
員
12
票
、

山
本
議
員
８
票
、
小
松
議
員
１
票
、
無
効
１
票
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
村
上
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
が
、
立
候
補
（
所
信
）
表
明
の
無
い
議
員
に
ま
と

ま
っ
た
票
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
議
会
基
本
条
例
を

形
骸
化
さ
せ
か
ね
な
い
残
念
な
結
果
と
も
言
え
ま
す
。

各
議
員
に
投
票
用
紙
が
配
布
さ
れ
、
議
席
番
号
順
に

投
票
箱
に
投
票
用
紙
を
投
函
。
全
議
員
が
見
守
る
中
で

開
票
が
行
わ
れ
、
関
口
議
員
10
票
、
勝
村
議
員
10
票
、

小
松
議
員
１
票
、
無
効
１
と
発
表
さ
れ
る
と
議
場
内
に

ど
よ
め
き
が
起
き
「
く
じ
」

と
の
声
も
。

最
多
得
票
者
が
同
数
の
場
合
に
は
公
職
選
挙
法
を
準

用
し
「
く
じ
」
で
当
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

当
選
く
じ
は
関
口
議
員
が
引
き
当
て
、
第
10
代
石
岡

市
議
会
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

⑶

想
定
得
票
数
と
違
う
票
数
に
戸
惑
い
が

⑷

立
候
補
表
明
の
無
い
議
員
へ
の
投
票

⑸

委
員
会
等
の
配
属
を
決
定

各
議
員
は
常
任
委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。
希
望
す
る

委
員
会
名
を
事
務
局
に
提
出
し
、
希
望
者
が
定
数
を
上

回
っ
た
際
に
は
抽
選
等
を
行
い
、
は
ず
れ
た
議
員
は
定

数
に
満
た
な
い
委
員
会
に
配
属
と
な
り
ま
す
。

所
属
委
員
会
決
定
後
す
み
や
か
に
、
正
副
委
員
長
を

互
選
し
ま
す
。
私
が
所
属
し
た
総
務
企
画
委
員
会
は
、

委
員
長
選
挙
の
得
票
数
が
同
数
と
な
り
、
く
じ
に
よ
り

委
員
長
を
決
定
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
当
た
り
く
じ
を

引
い
た
の
は
私
で
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
も
く
じ
で
決
定
し
ま
し
た
。
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⑴

上
曽
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

石
岡
市
上
曽
と
桜
川
市
真
壁
を
結

ぶ
上
曽
ト
ン
ネ
ル
は
令
和
３
年
１
月

に
採
掘
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

５
月
９
日
、
石
岡
工
区
と
桜
川
工

区
そ
れ
ぞ
れ
が
所
定
の
地
点
に
到
達

し
、
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま
し
た
。

今
後
、
令
和
７
年
度
の
開
通
に
向

け
て
、
覆
工
や
舗
装
工
等
の
ト
ン
ネ

ル
本
体
工
事
、
設
備
工
事
等
が
行
わ

れ
て
い
き
ま
す
。

トンネル延 長項 目

3,538ｍ5,580ｍ全体区間

1,939ｍ2,950ｍ石岡工区

1,599ｍ2,630ｍ桜川工区

二
．
上
曽
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業

上
曽
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
は
石
岡
市
と
桜
川
市
が
合

併
特
例
債
を
活
用
し
、
茨
城
県
に
工
事
を
委
託
し
た
事

業
で
す
。
石
岡
の
負
担
総
額
は
約
85
億
円
で
す
が
、
国

県
の
支
援
と
合
併
特
例
債
の
活
用
に
よ
り
実
質
負
担
は

約
４
億
２
千
万
と
積
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

トンネル断面図

⑵

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
重
要

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
竣
工
を
見
据
え
て
、
石
岡
市
は
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
央
に
お
い
て
鹿
島
港
と
筑
西
・
真
岡
を
結
ぶ
東
西

の
大
動
脈
と
な
る
交
通
量
に
対
応
す
る
道
路
整
備
は
、

恋
瀬
川
の
越
水
対
策
や
大
型
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通

行
で
き
る
交
通
環
境
の
確
保
が
必
要
で
す
。

石
岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
23
日
に
実
施
さ

れ
、
22
名
の
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

５
月
16
日
に
改
選
後
初
の
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、

正
副
議
長
選
挙
ほ
か
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
長
立
候
補
者
は
、
各
議
員
に
支
援
の
有
無
を
確
認

し
票
固
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
開
票
の
結
果
は
、
想
定

と
違
っ
て
お
り
、
議
場
内
の
ど
よ
め
き
は
約
束
と
違
う

票
数
へ
の
驚
き
の
声
と
も
言
え
ま
す
。

外に
広報委員会 ★川井幸一 〇新田 茜
議会運営委員会 ★谷田川泰 〇鈴木康仁



⑶

か
す
み
が
う
ら
市
の
監
査
委
員
が
勧
告

宮
嶋
か
す
み
が
う
ら
市
長
は
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合

（
以
下
霞
台
）
の
旧
ゴ
ミ
焼
却
施
設
解
体
関
係
費
用
で

あ
る
令
和
４
年
度
負
担
金
の
一
部
（
解
体
設
計
費
用
）

に
つ
い
て
支
払
い
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

霞
台
は
、
督
促
状
そ
し
て
催
告
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
も
未
納
が
続
い
て
い
ま
す
。

三
．
霞
台
厚
生
施
設
組
合

⑹

入
浴
施
設
「
み
ら
い
交
流
館
」
が
運
営
開
始

白
雲
荘
に
代
る
地
域
還
元
施

設
で
あ
る
入
浴
施
設
「
み
ら
い

交
流
館
」
が
竣
工
し
、
４
月
か

ら
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
熱
を
活
用
し
発
電

し
た
電
力
を
有
効
利
用
す
る
施

設
で
す
。
施
設
使
用
料
は
大
人

５
百
円
、
子
ど
も
３
百
円
。

休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
。

温
水
プ
ー
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴

か
す
み
が
う
ら
市
長
が
負
担
金
支
払
い
を
拒
否

⑵

こ
れ
ま
で
の
経
緯

昭
和
47
年
、
霞
台
は
石
岡
市
と
小
美
玉
市
が
施
設
整

備
を
行
い
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
と
し
て
運
営
を
開
始
。

平
成
27
年
、
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
か
す
み
が
う
ら

市
・
茨
城
町
の
３
市
１
町
で
霞
台
に
新
た
な
ご
み
焼
却

施
設
を
建
設
・
運
営
す
る
こ
と
で
合
意
。

令
和
２
年
、
用
地
取
得
費
等
は
、
か
す
み
が
う
ら
市

と
茨
城
町
か
ら
負
担
を
求
め
な
い
代
わ
り
に
旧
焼
却
施

設
解
体
費
用
を
３
市
１
町
で
負
担
す
る
事
を
合
意
。

令
和
４
年
４
月
、
新
ご
み
焼
却
施
設
が
完
成
し
運
用

を
開
始
。
旧
焼
却
施
設
を
令
和
５
年
度
に
解
体
す
る
た

め
の
設
計
委
託
料
の
予
算
化
を
霞
台
議
会
が
可
決
。

令
和
４
年
７
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
長
選
挙
で
宮
嶋

市
長
が
誕
生
。
市
議
時
代
に
霞
台
へ
の
加
入
と
負
担
割

合
に
反
対
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

⑷

議
会
ル
ー
ル
無
視
の
発
言
の
数
々

令
和
５
年
２
月
、
令
和
５
年
度
予
算
案
等
を
審
議
す

る
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

霞
台
議
会
開
会
冒
頭
に
宮
嶋(

市
長
）
副
管
理
者
か

ら
、
負
担
金
に
反
対
す
る
旨
の
不
規
則
発
言
が
あ
り
議

長
が
こ
れ
を
制
止
。
そ
の
直
後
、
か
す
み
が
う
ら
市
の

Ｓ
議
員
（
共
産
党
）
が
会
議
規
則
を
理
解
せ
ず
に
質
問

通
告
無
し
で
「
質
問
し
た
い
、
で
き
る
は
ず
」
と
し
て

議
会
が
紛
糾
。
議
長
権
限
で
最
後
に
討
論
で
の
発
言
を

許
し
た
後
、
全
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

⑸

合
意
は
民
法
に
定
め
る
契
約
行
為

令
和
２
年
の
合
意
は
、
３
市
１
町
の
首
長
と
職
員
多

数
が
数
度
に
わ
た
っ
て
協
議
し
合
意
し
た
内
容
で
あ
り
、

民
法
に
お
け
る
契
約
行
為
に
当
た
り
ま
す
。

法
令
を
遵
守
す
べ
き
行
政
の
長
と
し
て
、
「
坪
井
市

長
の
約
束
は
関
係
な
い
」
と
公
言
す
る
宮
嶋
市
長
で
す

が
、
契
約
が
無
効
と
な
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約

（
90
条
）
等
に
合
意
が
該
当
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

最
近
の
新
聞
報
道
で
は
、
「
第
三
者
の
判
断
を
仰
ぎ

た
い
」
と
す
る
コ
メ
ン
ト
が
宮
嶋
市
長
か
ら
出
さ
れ
て

お
り
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

令
和
４
年
10
月
。
負
担
金
支
払
い
に
関
す
る
住
民
監

査
請
求
が
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
提
出
さ
れ
る
。

12
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
監
査
委
員
が
、
霞
台
旧

施
設
解
体
の
調
査
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
同
市

分
約
四
百
万
円
の
支
出
命
令
を
し
な
い
よ
う
市
長
に
求

め
る
勧
告
を
提
出
し
ま
し
た
。
勧
告
内
容
は
、
旧
施
設

の
解
体
に
関
す
る
経
費
は
石
岡
、
小
美
玉
両
市
が
全
て

負
担
す
べ
き
と
結
論
付
け
た
も
の
で
す
。

四
．
市
の
助
成
事
業

⑴

住
宅
・
店
舗
等
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

市
民
の
快
適
な
住
環
境
及
び
小
規
模
事
業
者
が
営
む

店
舗
の
魅
力
度
や
機
能
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
が
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
ご
自
宅
や

店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施
し
た
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
外
壁
・
屋
根
の

耐
久
性
を
高
め
る
工
事
、
内
装
工
事
、
付
帯
設
備
で
衛

生
環
境
を
向
上
さ
せ
る
工
事
等
が
該
当
し
ま
す
。
補
助

上
限
額
は
、
住
宅
10
万
円
、
店
舗
30
万
円
、
併
用
住
宅

40
万
円
が
あ
り
ま
す
。
担
当
は
商
工
観
光
課
で
す
。

⑵

後
付
け
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
整
備
補
助
金

⑶

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
支
援
事
業

身
体
障
害
者
手
帳
の
聴
覚
障
害
の
対
象
と
な
ら
な
い

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器
の
購
入
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
聴
器
購
入
後
の
申
請
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
助

成
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
必
ず
購
入
前
に
社
会
福

祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
現
在
乗
っ
て
い
る
自
家
用
車
に
後

付
け
で
「
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
」
を

整
備
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
対
象
は
、
満
70
歳
以
上
で
運
転
免

許
証
の
所
有
者
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
使
用
者
が
本
人
か
同
居
の
家
族

と
な
り
ま
す
。

補
助
上
限
額
は
、
障
害
物
検
知
機
能

付
き
２
万
５
千
円
、
障
害
物
検
知
機
能

無
し
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

補
助
希
望
の
方
は
、
取
り
付
け
る
前
に
見
積
書
等
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



八
．
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
へ

⑴

事
業
の
進
行
管
理
の
甘
さ
が
露
呈

⑴

イ
ベ
ン
ト
広
場
を
ス
タ
ー
ト
会
場
に
開
催

石
岡
市
で
は
こ
れ
ま
で
10
キ
ロ
を
最
長
距
離
と
す
る

「
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
及
び
山
々
を
駆
け
抜
け

る
ト
レ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

議
会
で
も
フ
ル
あ
る
い
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
施
へ

の
一
般
質
問
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
検
討
を
続
け
て

い
ま
し
た
。

６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
文
教
厚
生
委
員
会
に
お
い

て
、
令
和
６
年
２
月
18
日
（
日
曜
）
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
開
催
す
る
事
が
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
を
ス
タ
ー
ト(

ゴ
ー
ル
）
し
、
石
岡

駅
か
ら
宮
部
・
染
谷
・
常
陸
風
土
記
の
丘
・
畜
産
セ
ン

タ
ー
・
根
小
屋
・
下
林
で
折
り
返
す
コ
ー
ス
設
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

西
口
交
流
施
設
は
、
駅
周
辺
の
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
、
旧
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
跡
地
を
借
地
（
年
４
３
２

万
円
）
し
、
飲
食
も
可
能
な
休
憩
施
設
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
軽
食
等
の
提
供
や
施
設
の
管
理
を
委

託
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
業
者
の
選
定
を
行
う
中

で
、
厨
房
設
備
が
食
品
衛
生
法
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
事
が
分
か
り
、
追
加
整
備
を

急
遽
実
施
し
、
さ
ら
に
は
管
理
委

託
事
業
者
と
の
契
約
条
件
が
国
の

補
助
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
も
わ

か
り
、
事
業
者
選
定
を
延
期
し
、

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を

３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
再
公
募
者
選
定
が
行
わ

れ
て
お
り
、
７
月
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

五
．
複
合
文
化
施
設
整
備
事
業

⑴

整
備
事
業
の
再
ス
タ
ー
ト

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
と
な
っ
て
い
た
複
合
文
化

施
設
が
、
議
会
の
始
動
と
と
も
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

５
月
30
日
、
全
員
協
議
会
が
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
、

複
合
文
化
施
設
整
備
構
想
案
が
示
さ
れ
、
審
議
会
で
検

討
を
進
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
の
構
成
は
学
識
３
名
、
議
会
３
名
、
関
係
団

体
６
名
、
市
民
代
表
６
名
の
計
18
名
で
す
が
、
臨
時
委

員
を
1
名
追
加
す
る
と
の
事
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
基
本
構
想
案
を
7
月
中

に
取
り
ま
と
め
、
令
和
5
年
度
・
6
年
度
の
早
い
時
期

に
基
本
計
画
案
を
策
定
す
る
方
向
が
示
さ
れ
、
遅
く
と

も
令
和
12
年
度
ま
で
に
施
設
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

六
．
西
口
交
流
施
設

七
．
タ
ロ
ー
像
移
設
問
題

⑴

必
要
の
な
い
移
設
予
算
案

⑵

市
民
の
声
を
聞
く
は
ず
が

議
会
で
は
❶
石
岡
駅
西
口
交
差
点

の
カ
ー
ブ
が
危
険
で
あ
り
交
差
点
を

直
線
的
に
改
良
す
べ
き
。
❷
交
差
点

改
良
の
際
に
は
タ
ロ
ー
像
が
邪
魔
に

な
る
の
で
移
設
す
べ
き
。
と
の
一
般

質
問
が
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算
に
、
タ
ロ
ー
像

移
設
関
係
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

か
ら
予
算
特
別
委
員
会
で
、
担
当
職
員
に
質
問
す
る
と

❶
交
差
点
改
良
の
予
定
は
無
い
。
❷
タ
ロ
ー
像
が
、
よ

り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
場
所
に
移
転
す
る
。

❸
関
係
者
の
同
意
は
得
て
い
る
。
と
職
員
が
答
弁
。

移
設
の
根
拠
が
無
く
、
現
在
の
設
置
場
所
が
見
て
も

ら
え
な
い
場
所
で
も
な
い
。
関
係
者
か
ら
私
に
届
い
た

声
は
「
移
設
反
対
」
の
声
ば
か
り
で
し
た
。

さ
ら
に
担
当
職
員
が
タ
ロ
ー
像
移
設
と
い
う
重
要
な

意
思
決
定
の
決
裁
文
書
を
作
成
し
て
お
ら
ず
、
文
書
管

理
規
則
違
反
ま
で
判
明
し
ま
し
た
。

市
長
は
私
の
質
問
に
「
関
係
者
に
説
明
を
し
て
移
設

の
ご
理
解
を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
所
信

表
明
の
中
で
「
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
く
」
と
発
言
し

な
が
ら
も
、
タ
ロ
ー
像
は
移
設
を
前
提
に
話
を
す
る
と

い
う
答
弁
で
し
た
の
で
、
『
市
民
の
声
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
』
と
要
望
し
ま
し
た
。

５
月
下
旬
、
市
担
当
者
に
「
関
係
者
の
声
を
確
認
し

ま
し
た
か
」
と
問
う
と
「
部
長
が
タ
ロ
ー
像
代
表
の
方

と
４
月
中
旬
に
面
会
し
、
反
対
の
意
思
を
確
認
し
た
。

移
設
の
是
非
は
今
後
決
定
す
る
見
込
み
」
と
回
答
。

厳
し
い
財
政
状
況
と
公
言
す
る
中
で
、
必
要
の
な
い

事
業
に
な
ぜ
予
算
を
付
け
た
の
か
不
思
議
で
す
。

櫻井茂のプロフィール
■ S34年6月 石岡市に生まれる
■ 石岡一高・東海大学文学部史学科卒業
■ S57年 日本信販(株)(現三菱UFJニコス）
■ S58年 石岡市役所入庁

税務課 - 財政課 - 情報システム課
- 秘書広聴課 - 議会事務局

■ H27年 市役所議会事務局長で早期退職
■ H27年 学校法人理事長（府中幼稚園）
■ H27年 石岡市議会議員
■ R01年 石岡市議会議員
■ R05年 石岡市議会議員

・総務企画委員会委員長
・石岡市総合計画審議会委員
・石岡市国土強靭化計画委員会委員
・石岡市ふるさと再生会議委員
霞台厚生施設組合議員


